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Open Up individual potential through rewarding work
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基本方針
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オープンアップグループが目指す「伴走モデル」

「働く人」と「お客様企業」の両者にとって”パートナー”になる

キャリアパートナー
としての伴走

エンジニアリングパートナー
としての伴走



Open Up individual potential through rewarding work

基本方針 実現させたい未来図

働く人のキャリア創出に伴走する形態に捕らわれずに価値が発揮できるよう、

様々な手法の人材サービスを展開する

働く人A お客様A

働く人B お客様B

働く人C お客様C

働く人D お客様D
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人材派遣の提案 人材戦略の提案

研修プログラムの
提供

人材紹介
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WHEN：成長の時間軸（市場の変化を考慮し８月に来期以降の計画を策定）
経営方針
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FY25
通期決算

発表

FY28目標
売上高：2,000億円
営業利益：200億円

伴走モデル
満足感重視

技術社員の処遇改善

投資期 発芽期 開花期

採用手段の拡大

・高年次エンジニアのリテンション強化

・ミドルレベル化促進

全体最適に則した
組織再編

ブランディングの強化

・“サービスメニュー”の拡大
・採用効率の見直し

コミュニケーション
プラットフォームの拡充

サポートスタッフ
評価制度の変更

「伴走モデル」の促進

・パーパスの浸透促進
・満足感の醸成

生産性の向上

・業務効率化
・コミュニケーションレスの改善
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「代表取締役の異動及び社長交代に関するお知らせ」開示内容

1. 代表取締役の異動
 2026年9月25日開催予定の第22期定時株主総会での承認及びその後の取締役会において正式決定

 異動予定日：2026年9月25日

氏名 新役職 現役職

西田 穣 代表取締役会長 代表取締役会長兼社長 CEO

早田 麻子 代表取締役社長 ―
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Open Up individual potential through rewarding work

「代表取締役の異動及び社長交代に関するお知らせ」開示内容

氏名（生年月日） 略歴

早田 麻子
（1971年12月2日）

1994年4月 山一證券株式会社 入社

1996年1月 京セラコミュニケーションシステム株式会社 入社

2013年1月 日本マイクロソフト株式会社 本部長

2016年10月 日本ビジネスシステムズ株式会社 執行役員

2018年3月 アクセンチュア株式会社 マネジング・ディレクター

2021年4月 早稲田大学総合研究機構トランスナショナルHRM研究所 招聘研究員（現任）

2. 新任代表取締役社長の略歴
 早田氏は、フィロソフィーを経営の軸として、現場の行動変容や顧客価値・事業成果の創出を実現した実績がある

 同氏の経験が当社が目指す「伴走モデル」等の具体化・加速に重要であると判断し、取締役候補者として招聘するこ
とを決定
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事業変革 グループ変革への方向性

「伴走モデル」を具現化する事業変革を実行

事業フロント バックオフィス
グループの成長エンジン
（共通プラットフォーム）

• 事業フロントの「現場情報」とバックオフィスの「システム・仕組み」を統合
• データ・ノウハウを蓄積し、グループ全員の知恵を集結させます
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事業変革
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人材派遣業界を取り巻く外部環境

• 政府主導の経済対策（サナエノミクス）

• 派遣法の改正と残業時間の減少

• 戦争など経済・流通の混乱

• ＩＴ人材の構造的不足

• グローバル人材の登用

• リモートなど多様な働き方

• インフレーションと賃金の上昇

• 売り手市場による人材の流動化

• マクロ経済の不透明さ

• 生成ＡＩによる仕事の代替・仕事の拡大

• フィジカルＡＩ、エッジＡＩの普及

• ＤＸやクラウドへの投資の拡大

政治・法規制 経済

社会 技術
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事業変革 当社の内部環境

核心的な内部課題

「グループ集合知を集結し、
経営力を最大限に発揮する
ことができていない」

2021年のOPG発足から5年が経ち、成長を続け
てきた一方で、グループ各社のシナジーを発揮
し、一体となった強み（集合知）を活かしきる
仕組みづくりが、まだ道半ばにあります。

なぜ、集合知が発揮できないのか？

その要因は、グループ各社の「制度・システム・業務」
のばらつきにあります。

■ シナジーが埋もれている
グループ共通のノウハウやスケールメリットの創出、ブランド力の活用が
十分にできておらず、個社ごとの活動にとどまっている現状にあります。

■ 縦割りによる機会損失
人事制度や顧客情報が各社で閉じているため、グループ内でのエンジニア
の最適な配置や、顧客への提案機会を逃しています。

■ 個別最適の限界
業務フローがバラバラで、同じようなシステムが乱立しているため、非効
率や維持コストの増大、データ連携の難しさが生じています。
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事業変革
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グループ変革への方向性

「伴走モデル」を具現化する事業変革を実行

事業フロント

■ エンジニア・顧客伴走
両社の課題・要望を深く理解する

■ 解決策の提案
最適な提案と実行で成果を創出

■ LTVの向上
満足・信頼を獲得し関係を強化

■ 現場情報の収集
現場の成功・失敗の知見を蓄積

バックオフィス

■ 業務プロセスの標準化
グループ全体で効率的な仕組みを構築

■ 品質・リスク管理
グループ統一基準での強固な運用

■ データ管理と分析
データを統合・可視化して業務改善

■ ノウハウ・共有ナレッジ
業務ナレッジを体系化し全体共有

グループの成長エンジン
（共通プラットフォーム）

• フロントの「現場情報」とバックの「システム・仕組み」を統合
• データ・ノウハウを蓄積し、グループ全員の知恵を集結させます


	スライド 1
	スライド 2: オープンアップグループが目指す「伴走モデル」
	スライド 3: 実現させたい未来図
	スライド 4: WHEN：成長の時間軸（市場の変化を考慮し８月に来期以降の計画を策定）
	スライド 5: 「代表取締役の異動及び社長交代に関するお知らせ」
	スライド 6: 「代表取締役の異動及び社長交代に関するお知らせ」
	スライド 7: グループ変革への方向性
	スライド 8: 人材派遣業界を取り巻く外部環境
	スライド 9: 当社の内部環境
	スライド 10: グループ変革への方向性

